
平成 30年度 高校生俳句選手権 大会結果について 

１ 大会結果 
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２ 大会使用句

（１）第 1試合・第 2試合使用句 兼題「山」 

浜松修学舎高校 浜北西高校 浜名高校 浜松東高校 

大
将

中
堅

先
鋒

大
将

中
堅

先
鋒

大
将

中
堅

先
鋒

大
将

中
堅

先
鋒

父
の
背
で
山
道
ふ
み
し
星
月
夜

養
老
山
鹿
の
声
聞
き
白
化
粧

月
白
に
比
叡
山
燃
え
し
戦
の
世

夕
立
は
山
よ
り
来
た
る
鬼
な
り
き

踏
み
込
め
ば
残
暑
の
息
吹
き
山
深
し

夏
の
山
登
れ
ば
高
し
日
は
低
し

絵
手
紙
に
描
く
別
れ
道
秋
の
山

稲
光
箱
根
の
山
の
黒
玉
子

こ
の
山
を
越
え
て
県
境
鰯
雲

山
桜
桃
双
子
の
仕
草
の
よ
く
似
た
り

山
桜
弦
音
こ
だ
ま
し
乙
矢
取
る

蝉
時
雨
埋
も
れ
て
み
た
し
本
の
山

（２）三位決定戦・決勝使用句 兼題「海」 
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３ 試合経過              （先：先鋒句、中：中堅句、大：大将句）

第 1試合 判定 兼題：山 

浜名高校 2 - 1 浜松東高校 

先 この山を越えて県境鰯雲 2 - 1 蝉時雨埋もれてみたし本の山 先

中 稲光箱根の山の黒玉子 2 - 1 山桜弦音こだまし乙矢射る 中

大 絵手紙に描く別れ道秋の山 1 - 2 山桜桃双子の仕草のよく似たり 大

第 2試合 判定 兼題：山 

浜松修学舎高校 1 - 2 浜北西高校 

先 月白に比叡山燃えし戦の世 1 - 2 夏の山登れば高し日は低し 先

中 養老山鹿の声聞き白化粧 2 - 1 踏み込めば残暑の息吹き山深し 中

大 父の背で山道ふみし星月夜 0 - 3 夕立は山より来たる鬼なりき 大

三位決定戦 判定 兼題：海 

浜松修学舎高校 0 - 3 浜松東高校 

先 初もうで人波すぎし海の色 0 - 3 五限目の日射し眠たし花海棠 先

中 夜桜に風ふきすさび海の音 1 - 2 水槽に海月降りゆく星の海 中

大 夏おしみ願いとどけよ星海へ 0 - 3 放課後の見上げた空に海猫帰る 大

決勝戦 判定 兼題：海 

浜名高校 3 - 0 浜北西高校 

先 夏の海の囁きいまも耳の奥 3 - 0 夏空の海と飽和す地平線 先 

中 海風に心波立つ半夏生 2 - 1 初夏の海初めて愛し愛された 中 

大 海亀が鰭で砂掻く強く生きよ 2 - 1 東海の空晴れ渡り月見酒 大 

４ 審査員（敬称略） 

中村正幸、今泉かの子、黒部祐子


